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符号 記号

杭仕様

上 杭 中1杭 中2杭 下 杭 杭全⾧ 本数 杭頭補強筋

JP-HSC Φ1000
（SKK490 t=12.0 105N）P1

P2

P3

P4

杭 種 杭⾧(m)

5.0

(m) 拡大比 ⾧期許容支持力

37.0 1.30 5,100 9 13-D38H
   Lタイプ

杭⾧(m) 杭⾧(m) 杭⾧(m)

10.0JP-PHC Φ1000
（A種 105N）

JP-NPH Φ1100-900
（A種 105N）

JP-HSC Φ800
（SKK490 t=12.0 105N） 5.0 37.0 1.23 4,300 31 12-D38H

   Lタイプ
JP-PHC Φ800

（A種 105N）
JP-NPH Φ1000-800

（A種 105N）

JP-HSC Φ800
（SKK490 t=14.0 105N） 5.0 37.0 1.23 4,300 15 11-D41H

   Lタイプ
JP-PHC Φ800

（B種 105N）
JP-NPH Φ1000-800

（A種 105N）

JP-HSC Φ800
（SKK490 t=19.0 105N） 6.0 37.0 1.23 3,400 7 12-D41H

   Lタイプ
9.0JP-PRC Φ800

（Ⅲ種 105N）
JP-NPH Φ1000-800

（C種 105N）

10.0

10.0

JP-NPH Φ1100-900-1000
（A種 105N）

JP-NPH Φ1000-800
（A種 105N）

JP-NPH Φ1000-800
（A種 105N）

JP-PHC Φ800
（C種 105N）

11.0

11.0

11.0

11.0

11.0

11.0

11.0

11.0

計  62本

・ 杭工法:Smart-MAGNUM工法（周面強化型）
「国土交通大臣認定 砂質地盤:TACP-0625・礫質地盤TACP-0626・粘土質地盤:TACP-0627」
杭頭補強筋WDは、クラウンパイルアンカー工法（BCJ評定-FD0511-04）を示す。

(kN/本)

杭・基礎伏図 1/150［A1］1/300［A3］

特記なき限り下記による
・1FL=設計GL+100
・基礎下端は設計GL-2,500とする。

・杭天端は設計GL-2,200とする。
・     印はボーリング位置を示す。
・杭⾧は試験杭により再確認して決定する。
・杭の高止まりが生じないように注意する。

P4A JP-HSC Φ600
（SKK490 t=12.0 105N） 5.0 37.0 1.28 2,700 9-D38H

   Lタイプ
JP-PHC Φ600

（C種 105N）
JP-NPH Φ650-500

（A種 105N）
JP-NPH Φ650-500-600

（A種 105N） 11.0 11.0

計  7本

P5A JP-HSC Φ600
（SKK490 t=16.0 105N） 6.0 37.0 1.28 2,200 2 10-D41H

   Lタイプ
9.0JP-PRC Φ600

（Ⅳ種 105N）
JP-NPH Φ650-500-600

（C種 105N）
JP-PHC Φ600

（C種 105N） 11.0 11.0

10.0 5

符号 記号
上 杭 中1杭 中2杭 下 杭 杭全⾧ 本数 杭頭補強筋

杭 種 杭⾧(m) (m) 拡大比 ⾧期許容支持力
杭⾧(m) 杭⾧(m) 杭⾧(m) (kN/本)杭 種 杭 種 杭 種

北校舎  杭仕様

・ 杭工法:Smart-MAGNUM工法（周面強化型）
「国土交通大臣認定 砂質地盤:TACP-0625・礫質地盤TACP-0626・粘土質地盤:TACP-0627」
杭頭補強筋WDは、クラウンパイルアンカー工法（BCJ評定-FD0511-04）を示す。

・      印の北校舎棟杭は、近接工事のため
本工事で打設すること。

・数字 はSGLからの基礎底レベルを示す。

・杭の施工管理については、統合的に杭施工データ

を自動記録する管理システムまたはアナログ式記録

機械を用い、支持層への到達を確実に行うと共に、

施工記録データを作成・提出すること。

なお、アナログ式記録機械を使用する際は、杭工事

管理者とは別に専属の記録係員を配置すること。

内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
 

 

印 A3:1/300

京都市左京区田中大堰町１８２

一級建築士 神先 誠司（登録第252129号）

一級建築士事務所 京都府知事登録 (06A)第02291号

一級建築士

山本 篤史

山田 俊二（登録第183136号）
A1:1/150

S－０１５
杭・基礎伏図

紀北支援学校中校舎棟建築工事



ピット・基礎伏図 1/150［A1］1/300［A3］

特記なき限り下記による
・基礎梁天端は1FL-400とする。1FL=設計GL＋100

・ピットスラブ天端は1FL-1,800とする。
・      は1FLからのピットスラブ天端を示す。
・     印はスラブ主筋方向を示す。
・記載なき箇所はX方向とする。
・      は埋め戻し範囲を示す。
・     は梁貫通孔を示す。

（  ）は1FLからの基礎梁天端を示す。

***

***

・     印は増打を示す。
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内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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A1:1/150

S－０１６
ピット・基礎伏図

紀北支援学校中校舎棟建築工事
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1階床梁伏図（見下げ） 1/150［A1］1/300［A3］

特記なき限り下記による
・1Fスラブ天端は1FL-30とする。

・基礎梁天端は1FL-400とする。
・(   ) は1FLからの梁天端レベルを示す。
・B（小梁）天端=スラブ天端とする。
・スラブ符号は        とする。
・     印はスラブ主筋方向を示す。
記載なき箇所はX方向とする。

・壁符号は2階伏図参照とする。

***

・構造スリットは軸組図による。
・     は床下点検口を示す。

・スラブ天端 特記
記号 スラブ天端

1FL-300

S1

・     印は増打を示す。

内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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一級建築士 神先 誠司（登録第252129号）

一級建築士事務所 京都府知事登録 (06A)第02291号

一級建築士

山本 篤史

山田 俊二（登録第183136号）
A1:1/150

S－０１７
１階床梁伏図

紀北支援学校中校舎棟建築工事
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特記なき限り下記による
・2Fスラブ天端は2FL-30とする。
       は2FLからのスラブ天端を示す。
・2F梁天端は2FL-30とする。
・(   )は2FLからの梁天端レベルを示す。

・B（小梁）・CB（片持ち小梁）天端=スラブ天端とする。
・壁符号はW18とする。
・スラブ符号は    とする。
・     印はスラブ主筋方向を示す。
記載なき箇所はX方向とする。

・構造スリットは軸組図による。
・     印は増打を示す。
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内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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２階柱・壁３階床梁伏図 1/150［A1］1/300［A3］

特記なき限り下記による
・3Fスラブ天端は3FL-30とする。
       は3FLからのスラブ天端を示す。
・3F梁天端は3FL-30とする。
・(   )は3FLからの梁天端レベルを示す。

・B（小梁）・CB（片持ち小梁）天端=スラブ天端とする。
・壁符号はW18とする。
・スラブ符号は    とする。
・     印はスラブ主筋方向を示す。
記載なき箇所はX方向とする。

・構造スリットは軸組図による。
・     印は増打（柱仕口部）を示す。
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【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】
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（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）
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３階柱・壁４階床梁伏図 1/150［A1］1/300［A3］

特記なき限り下記による
・4Fスラブ天端は4FL-30とする。
       は4FLからのスラブ天端を示す。
・4F梁天端は4FL-30とする。
・(   )は4FLからの梁天端レベルを示す。

・B（小梁）・CB（片持ち小梁）天端=スラブ天端とする。
・壁符号はW18とする。
・スラブ符号は    とする。
・     印はスラブ主筋方向を示す。
記載なき箇所はX方向とする。

・構造スリットは軸組図による。
・     印は増し打ちを示す。
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特記なき限り下記による
・梁符号は直上階による。
・壁符号はW18とする。
・◀  印は耐震スリットを示す。

・     印は増打を示す。
・ ＜＞ 中数値はFLからの耐震スリット下部位置を示す。

内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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紀北支援学校中校舎棟建築工事
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特記なき限り下記による
・梁符号は直上階による。
・壁符号はW18とする。
・◀  印は耐震スリットを示す。

・     印は増打を示す。
・ ＜＞ 中数値はFLからの耐震スリット下部位置を示す。

内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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特記なき限り下記による
・梁符号は直上階による。
・壁符号はW18とする。
・◀  印は耐震スリットを示す。

・     印は増打を示す。
・ ＜＞ 中数値はFLからの耐震スリット下部位置を示す。

内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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特記なき限り下記による
・梁符号は直上階による。
・壁符号はW18とする。
・◀  印は耐震スリットを示す。

・     印は増打を示す。
・ ＜＞ 中数値はFLからの耐震スリット下部位置を示す。

内藤・フジ設計共同体
【構造関係規定に関わる部分が適合する】

【設備関係規定に関わる部分が適合する】

（一級建築士  登録第160462号）
（構造設計一級建築士 第4071号）

（一級建築士  登録第361974号）
（設備設計一級建築士 第5999号）

（主任技術者）

藤田 貴司検 
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